
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
管状の雌要素の一端に形成された筒状の受入端部の受入穴内に装着保持された筒状の弾性
体によって管状の雄要素を該雌要素に一緒に止着させたコネクタであって、
前記管状の雄要素は、ストレートに延びる先端部と該先端部の後に隣接された環状突出部
とを備えた挿入端部を具備し、
前記筒状の弾性体は、その一端側に前記管状の雄要素の該環状突出部をスナップ入りせし
めて該環状突出部を収容するのに適した環状の係止内周溝を有する筒状の隆起部を備える
一方、他端側に該管状の雄要素の該先端部の外周面と流体密に係合する内周面をもつ該隆
起部に隣接された円筒状のシール部を備え、
前記管状の雌要素は、前記隆起部を受入れるために、前記受入端部の一端側に前記弾性体
の該円筒状のシール部の外径よりも大きい内径をもつ第 1の穴を有する第 1の径部を備える
と共に、該第 1の径部の入口に、前記管状の雄要素と前記管状の雌要素の間に引き抜き力
が作用したとき、前記筒状の弾性体の前記隆起部の一端外表面と係合する、前記管状の雄
要素の該環状突出部の外径よりも僅かに大きい内径を有する、該第１の径部の内周面から
半径方向内方に延出した環状の規制リブを備える一方、他端側に前記円筒状のシール部を
受入れるのに適した第２の穴を有する第２の径部を備え、
前記筒状の弾性体の該筒状の隆起部の該係止内周溝に前記管状の雄要素の該環状突出部を
スナップ入りさせるために、前記第１の径部の該第１の穴において、該第１の径部と該隆
起部との間に前記筒状の隆起部を拡径できる空間を有していることを特徴とするコネクタ
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。
【請求項２】
前記管状の雌要素の第２の径部が、前記筒状の弾性体の他端側への動きを規制するための
段差を備えていることを特徴とする、請求項１に記載のコネクタ。
【請求項３】
前記筒状の雌要素が一定肉厚の金属パイプで一体に形成されていることを特徴とする、請
求項１又は２に記載のコネクタ。
【請求項４】
前記管状の雌要素の該第１の径部の入口に形成された該環状の規制リブが、半径方向外方
に延びる補強部を備えていることを特徴とする、請求項３に記載のコネクタ。
【請求項５】
前記筒状の弾性体の該隆起部に形成された係止内周溝が一端側に、挿入された前記管状の
雄要素の該環状突出部と係止する環状のロック面を有し、該環状のロック面を形成するた
めに、該筒状の隆起部の一端開口部に肉厚部を備え、該肉厚部の内周面が他端側に向かっ
て漸次小径となる案内面に形成されていることを特徴とする、請求項１に記載のコネクタ
。
【請求項６】
前記筒状の弾性体が、使用された特性の異なる材料の相違により定められた、前記筒状の
隆起部及び該隆起部に隣接された該円筒状のシール部の一端部側とからなる第１の領域と
、該シール部の一端部側と隣接した該円筒状のシール部の他端部側からなる第２の領域と
を備え、該第１の領域が低温下でのシール性に優れたゴム又はエラストマーで構成される
一方、第２の領域が低ガソリン透過性のゴム又はエラストマーで構成されているか、若し
くは第１の領域が低ガソリン透過性のゴム又はエラストマーで構成される一方、第２の領
域が低温下でのシール性に優れたゴム又はエラストマーで構成されているか、のいずれか
の１つであることを特徴とする、請求項１に記載のコネクタ。
【請求項７】
前記第１の領域と前記第２の領域とが一体に形成されていることを特徴とする、請求項６
に記載のコネクタ。
【請求項８】
前記第１の領域と前記第２の領域とが独立分離していることを特徴とする、請求項６に記
載のコネクタ。
【請求項９】
前記低温下でのシール性に優れたゴム又はエラストマーがＮＢＲ（ニトリルゴム）、ＮＢ
Ｒ・ＰＶＣ（ニトリルゴムとポリ塩化ビニルの混合物）、及びＦＶＭＱ（フロロシリコン
ゴム）から選ばれた１種であり、前記低ガソリン透過性のゴム又はエラストマーがＦＫＭ
（フッ素ゴム）であることを特徴とする、請求項６に記載のコネクタ。
【請求項１０】
前記筒状の弾性体の該隆起部に設けた該係止内周溝がチャンネル形状に形成されているこ
とを特徴とする、請求項１に記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、燃料、オイル、水、及びエア等の各種流体を移送するため、例えば樹脂チュー
ブと金属パイプとを接続するコネクタに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、自動車の各種ホースやパイプ等を相互に連結するために、各種のコネクタが知られ
ている。その代表的なものの一つに、図１２に示すものがある。このコネクタは、金属パ
イプ等の管状の雄部材１０と、一端に雄部材１０の端部を収納する大径部を有し、他端に
樹脂チューブ等を挿着するためのチューブ挿着部２１を有する筒状のハウジング部材２０
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と、ハウジング部材２０の一端開口から挿入されてハウジング部材２０に係止されると共
に、雄部材１０の環状突出部１１を係合してハウジング部材２０に連結させる係止部材２
５とを備え、更にハウジング部材２０の中央部内周には雄部材１０の外周面との間をシー
ルするＯリング等の環状のシール部材１２、及びシール部材１２を所定位置に保持するた
めの環状のブッシュ１３やカラー１４を備えている。
【０００３】
この種のコネクタでは、係止部材２５が変形可能部分と変形不能部分とで構成され、その
少なくとも一箇所を軸方向に切り欠くことで弾性変形可能になっている。従って、係止部
材２５はハウジング部材２０内に縮径しながら挿入され、その係止部２６がハウジング部
材２０に設けた窓部２２にスナップ係止するようになっている。ハウジング部材２０に係
止された係止部材２５は、その半径方向斜めに延びる変形不能部分２５ａが変形可能部分
により雄部材１０の環状突出部１１とスナップ係合して、雄部材１０をハウジング部材２
０に連結することができる。また、係止部材２５の一端には一対の操作アーム部２７が一
体的に設けてあり、この操作アーム部２７を径方向内方に押して全体を縮径させることで
、雄部材１０を係止部材２５及びハウジング部材２０から取り外すことができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記した従来のコネクタを用いた接続構造体においては、部品点数が多いためコスト削減
に限界があるうえ、軸方向の全長が長くコンパクト化が難しいという問題があった。即ち
、図１２に示すように、操作アーム部２７を有する略筒状の係合部材２５及びブッシュ１
３をハウジング部材２０の内部に収納する必要があるうえ、ハウジング部材２０の一端開
口から挿入した相手部材１０の環状突出部１１を係合部材２５の他端で係止して接続する
ため、必然的にコネクタ部分の軸方向の全長が極めて長くならざるを得なかった。
【０００５】
また、ＧＢ２０２２７２７Ａには、雄要素（燃料噴射ノズル）が、雌要素の入口部の穴内
に弾性スリーブによって挿入止着された接続構造が開示されている。この弾性ブリーブは
一端に半径方向外方に突出した外方突出部及び内方に突出した内方突出部を備えたビード
部を具備し、他端に半径方向内方に突出したリブを備えた導入端部を具備している。そし
て、雄要素が挿入端部に半径方向突出部と係合する係合外周溝を備え、雌要素が穴の内周
面に外方突出部と係合する環状溝を備え、この弾性スリーブのビード部の壁の厚みは係合
外周溝と環状溝とで形成された隙間よりも僅かに大きく形成されている。また、この弾性
スリーブの導入端部のリブの厚みは、これと対応する雄要素と穴とで形成された隙間より
も大きく形成されている。従って、この燃料噴射ノズルのための接続構造は、雄要素を雌
要素の入口部の穴内に圧入することにより、雄要素は弾性スリーブのビード部により雌要
素の入口部の穴内に止着でき、且つ弾性スリーブの導入端部に形成されたリブによりシー
ルされる。
【０００６】
かかる接続構造では、雄要素を弾性スリーブのビード部により雌要素の入口部の穴内に強
く止着するためには、ビード部の厚みは上記した隙間よりも十分大きく形成する必要があ
り、弾性スリーブを雄要素の係合外周溝に予め組立てた後、雄要素を雌要素の入口部の穴
内に挿入させ、弾性スリーブのビード部を環状溝に外れないように確実に係合させる必要
があった。しかしながら、両者が確実に係合したかどうかを感知することが困難で、両者
の係合が不完全な場合、使用中に両者が外れる心配があり、しかも比較的強い力で雄要素
を挿入させる必要があった。また、雄要素を雌要素から容易に離脱することが困難であり
、更に弾性スリーブを雄要素の係合外周溝に予め組立てておかなければならないため、露
出した状態の弾性スリーブが雌要素への挿入前に損傷を受ける危険があった。
【０００７】
本発明は、このような従来の事情に鑑み、部品点数を少なくしてコストを削減すると共に
、軸方向において更にコンパクト化を図り、且つシール部材の損傷を防いで、強い挿入力
を要することなく雄要素を雌要素に容易に且つ確実に接続できるコネクタを提供すること
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を第１の目的とする。好ましくは、雌要素に接続された雄要素を、雌要素からリリース具
を用いて容易に離脱することができるコネクタを提供することを第２の目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、本発明が提供するコネクタは、管状の雌要素の一端に形成され
た筒状の受入端部の受入穴内に装着保持された筒状の弾性体によって管状の雄要素を該雌
要素に一緒に止着させたコネクタであって、
前記管状の雄要素は、ストレートに延びる先端部と該先端部の後に隣接された環状突出部
とを備えた挿入端部を具備し、
前記筒状の弾性体は、その一端側に前記管状の雄要素の該環状突出部をスナップ入りせし
めて該環状突出部を収容するのに適した環状の係止内周溝を有する筒状の隆起部を備える
一方、他端側に該管状の雄要素の該先端部の外周面と流体密に係合する内周面をもつ該隆
起部に隣接された円筒状のシール部を備え、
前記管状の雌要素は、前記隆起部を受入れるために、前記受入端部の一端側に前記弾性体
の該円筒状のシール部の外径よりも大きい内径をもつ第 1の穴を有する第 1の径部を備える
と共に、該第 1の径部の入口に、前記管状の雄要素と前記管状の雌要素の間に引き抜き力
が作用したとき、前記筒状の弾性体の前記隆起部の一端外表面と係合する、前記管状の雄
要素の該環状突出部の外径よりも僅かに大きい内径を有する、該第１の径部の内周面から
半径方向内方に延出した環状の規制リブを備える一方、他端側に前記円筒状のシール部を
受入れるのに適した第２の穴を有する第２の径部を備え、
前記筒状の弾性体の該筒状の隆起部の該係止内周溝に前記管状の雄要素の該環状突出部を
スナップ入りさせるために、前記第１の径部の該第１の穴において、該第１の径部と該隆
起部との間に前記筒状の隆起部を拡径できる空間を有していることを特徴とする。
【０００９】
また、上記本発明のコネクタにおいては、前記管状の雌要素の第２の径部が前記筒状の弾
性体の他端側への動きを規制するための段差を備えていることを特徴とする。また、前記
筒状の雌要素が一定肉厚の金属パイプで一体に形成されていることを特徴とし、前記管状
の雌要素の該第１の径部の入口に形成された該環状の規制リブが半径方向外方に延びる補
強部を備えていることを特徴とする。
【００１０】
更に、上記本発明のコネクタにおいては、前記筒状の弾性体が、使用された特性の異なる
材料の相違により定められた、前記筒状の隆起部及び該隆起部に隣接された該円筒状のシ
ール部の一端部側とからなる第１の領域と、該シール部の一端部側と隣接した該円筒状の
シール部の他端部側からなる第２の領域とを備え、該第１の領域が低温下でのシール性に
優れたゴム又はエラストマーで構成される一方、第２の領域が低ガソリン透過性のゴム又
はエラストマーで構成されているか、または第１の領域が低ガソリン透過性のゴム又はエ
ラストマーで構成される一方、第２の領域が低温下でのシール性に優れたゴム又はエラス
トマーで構成されているか、のいずれかの１つであって良い。また、前記第１の領域と前
記第２の領域とは、一体に形成されていても良いし、独立分離していても良い。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明が提供するコネクタは、部品点数が多く複雑な構造を有する従来のコネクタ（図８
参照）において独立したシール部材やシール部材を保持するためのブッシュ等を省略し、
雌要素内に装着保持された筒状の弾性体に雄要素を接続するための係止作用と、シール部
材としてのシール作用とをもたせたものである。尚、雄要素と接続するための樹脂チュー
ブ等は、上記雌要素の他端側外周に圧入などにより接続される。
【００１２】
本発明のコネクタの一具体例を図１～５に基づいて詳しく説明する。まず、雄要素３０は
、通常の金属パイプなどであってよく、図１に示すように、ストレートに延びる先端部３
０ａと該先端部３０ａの後方に隣接して外周面から半径方向外方に突き出た環状突出部３
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１とを備える挿入端部を具備している。環状突出部３１の形状は、図示するようにビード
形状でもよいし、挿入を容易にするため先端部３０ａ側にテーパー面を設けることもでき
る。
【００１３】
雌要素４０は、樹脂又は金属若しくは金属の外周に樹脂を被覆したものからなり、好まし
くは一定肉厚の金属パイプで一体に形成されている。雌要素４０は、図１及び図２に示す
ように、受入端部４０ａの一端側に後述する弾性体５０の隆起部５３を受入れる第 1の穴
４１ａを有するように径方向外方に拡径した第 1の径部４１を備えると共に、受入端部４
０ａの他端側には弾性体５０の円筒状のシール部５４を受入れるのに適した第２の穴４３
ａを有する第２の径部４３を備えている。この雌要素４０の第１の径部４１における第１
の穴４１ａは、挿着保持された弾性体５０の隆起部５３と第１の径部４１との間に、隆起
部５３を拡径できる空間を有している。従って、第１の径部４１はシール部５４の外径よ
りも十分大きい内径を有している。
【００１４】
上記雌要素４０の第 1の径部４１は、その入口に、雄要素３０の環状突出部３１の外径よ
りも僅かに大きい内径を有する半径方向内方に延出した環状の規制リブ４２を備えている
。そして、雄要素１０と雌要素４０との間に引き抜き力が作用したとき、規制リブ４２に
より形成された傾斜した内表面が弾性体５０の隆起部５３の一端外表面と当接して係合し
、雄要素が雌要素から外れるのを阻止すると共に、弾性体５０の隆起部５３の拡径を阻止
するようになっている。また、雌要素４０の第２の径部４３は、その他端側に弾性体５０
の他端側への動きを規制するための段差４４を備えている。
【００１５】
筒状の弾性体５０は、図１及び図３に示すように、ＮＢＲ・ＰＶＣ（ニトリルゴムとポリ
塩化ビニルの混合物）のような弾性変形可能な材料からなり、上記管状の雌要素４０の受
入端部４０ａ内に収納保持される。弾性体５０の一端側には、管状の雄要素３０の環状突
出部３１をスナップ入りせしめて環状突出部３１を収容するのに適した環状の係止内周溝
５６を有する筒状の隆起部５３が設けてある。弾性体５０の隆起部５３に隣接して延長し
た他端側には、雄要素３０の先端部３０ａの外周面と流体密に係合する内周面をもつ円筒
状のシール部５４を備えている。そして、このシール部５４の外周部が受入端部４０ａの
第２の径部４３の内周面に流体密に係合している。尚、弾性体５０の隆起部５３に設けた
係止内周溝５６の内径は、シール部５４の内径よりも大きく形成されている。
【００１６】
弾性体５０の隆起部５３に形成された係止内周溝５６は、その一端側が環状のロック面５
６ａとなっていて、挿入された雄要素３０の環状突出部３１と係止して、雄要素３０の引
き抜きを防止する。このロック面５６ａを形成するため、隆起部５３の一端開口部に肉厚
部５２を備えている。そして、肉厚部５２の内周面を他端側に向かって漸次小径となる案
内面５１に形成することができる。
【００１７】
上記雌要素４０に雄要素３０を接続する際には、まず、雌要素４０の受入端部４０ａの一
端開口から筒状の弾性体５０を嵌め込み、弾性体５０の隆起部５３を第１の径部４１の第
１の穴４１ａ内に位置せしめると共に、弾性体５０のシール部５４を第２の径部４３の内
周面に添わせて収納する。このように内部に筒状の弾性体５０を装着保持した状態の雌要
素４０に、その受入端部４０ａの一端開口から雄要素３０の挿入端部を挿入すると、図４
に示すように、環状突出部３１が案内面５１に沿って弾性体５０の肉厚部５２及び隆起部
５３を径方向外方に押し広げて拡径しながら進入する。尚、雄要素３０を挿入する際、弾
性体５０はシール部５４の他端が雌要素４０の段差４４に当接するので、他端側に押し込
まれることがない。
【００１８】
このようにして雌要素４０に挿入された雄要素３０は、図１に示すように、環状突出部３
１が弾性体５０の隆起部５３の内側に設けた係止内周溝５６内に嵌め込まれて係止される
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。このとき同時に、弾性体５０の隆起部５３は、雌要素４０の第 1の径部４１に設けた第
１の穴４１ａ内に収納されている。このため、図５に示すように、雄要素３０に矢印方向
の引き抜き力を加えても、環状突出部３１が弾性体５０の係止内周溝５６の環状のロック
面５６ａに当接し、且つ弾性体５０の肉厚部５２及び隆起部５３が外側の雌要素４０の規
制リブ４２に当接係合されるので、雄要素３０を引き抜くことができず、接続状態を保持
することができる。
【００１９】
また、このコネクタのシール性は、雄要素３０の挿入端部３０ａと、雌要素４０の第１の
径部４１から他端側に延長した第２の径部４３との間に挟持された筒状の弾性体５０のシ
ール部５４によって確保される。弾性体５０によるシール性を更に高めるため、シール部
５４に適当な間隔をおいて複数の環状節部５５を設けることができる。環状節部５５の断
面形状は特に限定されず、図示した球形のほか、三角形、矩形などであってよい。
【００２０】
上記のごとく接続したコネクタから雄要素３０を取り外す場合には、図６に示すように、
軸方向に２分割された円筒体６１からなるリリースツール６０を使用する。即ち、図７に
示すように、リリースツール６０の２分割された各円筒体６１を雄要素３０の外周に嵌め
、鍔部６３を押して円筒体６１のテーパー面６２を有する先端を雌要素４０の受入端部４
０ａの一端開口から内側に差し込むと、先端のテーパー面６２が弾性体５０の案内面５１
に沿って進入しながら、肉厚部５２と一緒に隆起部５３を雌要素４０の第 1の径部４１の
第１の穴４１ａ内で半径方向外方に押し上げる。このとき、弾性体５０の案内面５１の内
周端が雄要素３０の環状突出部３１の外周端よりも外側に拡径されるので、雄要素３０を
一端側（図７の矢印方向）に引き抜くことができる。
【００２１】
本発明におけるコネクタの他の具体例を図８～９に示す。この具体例のコネクタでは、雌
要素７０がポリアミドなどの樹脂で構成され、それぞれ別体の第１の径部材７１と第２の
径部材７２とからなっている。即ち、筒状の第１の径部材７１は、前記した具体例（図１
～５参照）と同様に弾性体５０の隆起部５３を収容保持する第１の穴７１ａを備え、その
一端側に規制リブ７４を有すると共に、他端側には係合周壁部７５が形成してあり、この
係合周壁部７５には周方向に沿って等間隔に複数の係合孔７５ａが設けてある。
【００２２】
一方、筒状の第２の径部材７２には、その一端側の筒壁７６の外周面に複数の係合爪７６
ａが周方向に沿って等間隔に突設してあり、他端側には樹脂チューブなどを圧入して接続
するためのニップル部７７が設けてある。この第２の径部材７２の筒壁７６を前記第１の
径部材７１の係合周壁部７５内に挿入することにより、筒壁７６に設けた係合爪７６ａが
係合周壁７５の係合孔７５ａに係合して、第１の径部材７１と第２の径部材７２が同軸的
に連結される。
【００２３】
この具体例のコネクタにおいては、雌要素７０が上記のごとく別体の第１の径部材７１と
第２の径部材７２で構成される以外、他の部分は前記した具体例と実質的に変わりがない
。ただし、図８から分るように、この具体例では、筒状の弾性体５０の係止内周溝５６が
チャンネル形状に形成してあり、係止内周溝５６の一端側のロック面５６ａ及び他端側の
ストッパ面５６ｂが共に軸方向に対してほぼ直角になっている。尚、係止内周溝５６のス
トッパ面５６ｂにより、挿入された雄要素３０の環状突出部３１が当接して、雄要素３０
の位置決めをより正確に行なうことができる。また、第２の径部材７２の筒壁７６とニッ
プル部７７の間の内周面には、弾性体５０の押し込みを防止する段差７８が形成されてい
る。
【００２４】
本発明のコネクタにおいては、図１０及び図１１に示すように、管状の雌要素４０の一端
に、環状の規制リブ４２から半径方向外方に延びる補強部４５ａ又は４５ｂを設けること
ができる。補強部４５ａ、４５ｂを設けることによって、雌要素４０に接続した雄要素３
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０に過大な引き抜き力が加わったときでも、雌要素４０の受入端部４２が広がって雄要素
３０が抜けるのを防止することができる。尚、補強部の形状は図１０及び図１１に限定さ
れるものではない。
【００２５】
また、本発明における筒状の弾性体５０は、通常は全体を１種の材料で構成するが、筒状
の隆起部５３及び該隆起部５３に隣接された該円筒状のシール部５４の一端部側とからな
る第１の領域と、該シール部５４の一端部側と隣接した該円筒状のシール部５４の他端部
側からなる第２の領域とを、それぞれ異なる材料により構成することもできる。この場合
、弾性体５０の第１の領域と第２の領域とは、接着などにより一体に形成することもでき
るが、図１０に示すように、第１の領域５４ａと第２の領域５４ｂとを別体に形成し、雌
要素４０の第２の径部４３における第２の穴４３ａ内に分離して配置することも可能であ
る。
【００２６】
このように筒状の弾性体５０を２つの領域に分けて、それぞれ異なる特性の材料を使用す
る場合、第１の領域を低温下でのシール性に優れたゴム又はエラストマーで構成する一方
、第２の領域を低ガソリン透過性のゴム又はエラストマーで構成するか、又は第１の領域
が低ガソリン透過性のゴム又はエラストマーで構成する一方、第２の領域が低温下でのシ
ール性に優れたゴム又はエラストマーで構成するか、のいずれであっても良い。低温下で
のシール性に優れたゴム又はエラストマーとしては、ＮＢＲ（ニトリルゴム）、ＮＢＲ・
ＰＶＣ（ニトリルゴムとポリ塩化ビニルの混合物）、及びＦＶＭＱ（フロロシリコンゴム
）から選ばれた１種を用いることが好ましい。また、ガソリン耐透過性のゴム又はエラス
トマーとしては、ＦＫＭ（フッ素ゴム）が好ましい。
【００２７】
上記した本発明のコネクタでは、雄要素と雌要素とを雌要素の受入端部に装着保持させた
筒状の弾性体とを用いて接続し、この雌要素の他端側に樹脂チューブなどを接続できる。
この筒状の弾性体は雄要素と雌要素との間を確実にシールできるうえ、弾性体は雌要素と
共働して雄要素の係止部材として作用する。従って、通常のＯリング等シール部材やこの
シール部材を保持するために配置されるブッシュやカラーを使用する必要がなく、部品点
数を削減することができる。
【００２８】
尚、本発明のコネクタでは、雌要素と筒状の弾性体とが共働して雄要素を係止する機構に
第１の特徴があるため、この係止機構に関する部分以外は上記各具体例に限定されるもの
ではない。例えば、上記各具体例では、雌要素４０の第２の径部４３は他端側に延長して
いる部分（樹脂チューブなどを接続するためのニップル部）の内径が、雄要素３０の挿入
端部の先端部３０ａの外径とほぼ同一である場合を例示したが、他端側に延長している部
分は一定内径のまま筒状部として延長しても良いし、雄要素３０の先端部３０ａの外径よ
りも更に小さく縮径させることもできる。
【００２９】
【発明の効果】
本発明によれば、雌要素と雄要素との接続において、雌要素と雌要素の内部に装着保持さ
れた筒状の弾性体に雄要素を接続するための係止作用とシール部材としてのシール作用と
を兼備させることによって、構造を簡単にして部品点数を少なくし、コストの削減を図る
と共に、筒状の弾性体がその一端側に雄要素の環状突出部をスナップ入りさせる係止内周
溝を有する一方、雌要素の受入端部が第１の穴において第１の径部と弾性体の隆起部との
間に隆起部を拡径できる空間を有しているので、雄要素を雌要素に接続する際に環状突出
部を係止内周溝に強い挿入力を要することなく容易に且つ確実に止着させることができる
。
【００３０】
また、本発明のコネクタにおける筒状の弾性体は、雌要素の内部に予め装着保持されてい
るため損傷を受けることがなく、雌要素と雄要素との間を確実にシールすることができる
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うえ、弾性体の移動を防ぐためのブッシュやカラーの挿着を省略することができる。しか
も、本発明のコネクタでは雌要素と雄要素との結合部を減らすことができ、シール性に対
する信頼性をより一層向上させることができる。また、好ましい形態では、筒状の弾性体
の隆起部の一端開口部に肉厚部を備え、この肉厚部の内周面が他端側に向かって漸次小径
となる案内面を有しているので、雄要素を更に容易に止着できると共に、リリースツール
を用いて雄要素を容易に解除することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明におけるコネクタの一具体例を示す概略の一部切欠側面図である。
【図２】本発明に係わる雌要素の一具体例を示す概略の斜視図である。
【図３】本発明に係わる筒状の弾性体の一具体例を示す概略の斜視図である。
【図４】本発明のコネクタの接続時における状態を示す概略の一部切欠側面図である。
【図５】本発明のコネクタにおける係止時の状態を示す概略の一部切欠側面図である。
【図６】本発明のコネクタの接続を解除する際に用いるリリースツールの一具体例を示す
概略の斜視図である。
【図７】本発明のコネクタからの雄要素の引き抜き時における状態を示す概略の一部切欠
側面図である。
【図８】本発明におけるコネクタの他の具体例を示す概略の一部切欠側面図である。
【図９】図８のコネクタの側面図である。
【図１０】本発明におけるコネクタの別の具体例を示す概略の一部切欠側面図である。
【図１１】本発明におけるコネクタの更に別の具体例を示す概略の一部切欠側面図である
。
【図１２】従来のコネクタの一例を示す概略の一部切欠側面図である。
【符号の説明】
３０　　雄要素
３１　　環状突出部
４０、７０　　雌要素
４０ａ　　先端部
４１　　第 1の径部
４２　　規制リブ
４３　　第２の径部
４４　　段差
４５ａ、４５ｂ　　補強部
５０　　弾性体
５１　　案内面
５２　　肉厚部
５３　　隆起部
５４　　シール部
５４ａ　第１の領域
５４ｂ　第２の領域
５６　　係止内周溝
６０　　リリースツール
７１　　第１の径部材
７２　　第２の径部材
７５　　係合周壁
７５ａ　係合孔
７６　　筒壁
７６ａ　係合爪
７７　　ニップル部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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